
 

Daily Control トラブルシューティングマニュアル 
Celsis Advance ll / Celsis Accel 

 

Daily Control とは 

Celsis Advance ll / Celsis Accel 機器の性能を確認するために、3 つの Daily Control を実施します。 

1 つでも規格値を満たさない試験があった場合、サンプルの測定をおこなうことができません。 

試験 Instrument Blank Reagent Blank ATP Positive Control 

規格値 < 100 RLU < 1000 RLU > 50000 RLU 

 

規格値を満たさない項目を確認し、必要に応じて対処をおこなってください。 

 

Instrument Blank が規格値を満たさない場合 

 Instrument Blank では、サンプルや試薬溶液が入っていない空のキュベットのシグナルを測定することで、非特異的な光の影響

がないことを確認します。 

 Instrument Blank の RLU 値が 100 以上になった場合、再度 Instrument Blank を実施してください。 

 それでも改善しない場合には、以下のことを確認してください。 

① Celsis 機器のドア部分 

Celsis 機器のドア部分が完全に閉まるかどうかを確認してください。特に、ラバー部分が所定の場所に位置しているか、

ドア部分にロックがきちんと掛かるかどうかを確認してください。 

② キュベット 

キュベットが外部光を吸収したり、キュベットに傷があると、RLU 値に影響を及ぼすことがあります。新しいキュベット

で再度試験をおこなってください。 

※キュベットは外部光の吸収を避けるため、必ず暗所に保管してください。 

③ プライミング後の溶液の残存 

プライミング後の溶液が装置内に飛散していると RLU 値に影響を及ぼすことがあります。汚れが見つかった場合は水で

湿らせた布で拭き、こぼれた溶液や汚れを除去してください。完全に乾いたら再度試験をおこなってください。 

④ 機器内の空気循環 

機器内の空気循環が制限されると、PMT 部分の適切に冷却できず、RLU 値に影響を及ぼすことがあります。機器の背面

が壁から 10cm 以上離れていることを確認してください。 

 

以上の操作をおこなっても改善しない場合は、弊社までお問い合わせください。 
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Reagent Blank が規格値を満たさない場合 

 Reagent Blank では試薬溶液のみのシグナルを測定し、試薬のコンタミネーションがないことを確認します。 

 Reagent Blank の RLU 値が 1000 以上になった場合、再度 Reagent blank を実施してください。 

 それでも改善しない場合には、以下のことを確認してください。 

① AMPiScreen の温度 

冷蔵庫から取り出し、十分に常温に戻っていることを確認してください。 

② 試薬やインジェクターの汚染 

Reagent Blank の RLU 値が高くなる主な原因は試薬やインジェクターの汚染です。Startup に使用する Washing Solution

と Rinsing Solution を新しいボトルに替え、再度 Startup と Daily Control を実施してください。 

 

上記の操作をおこなっても Reagent Blank の値が高い場合には、Washing や Rinsing の操作を数回繰り返してください。

依然として改善しない場合には、Monthly Maintenance & Cleaning Kit を使用して、Monthly Maintenance をおこなってく

ださい。 

 

以上の操作をおこなっても改善しない場合には、弊社までお問い合わせください。 

 

ATP Positive Control が規格値を満たさない場合 

 ATP Positive Control ではあらかじめキュベットに ATP Positive Control 溶液を添加し、AMPiScreen が正常に反応するかどうか

を確認します。 

 ATP Positive Control の RLU 値が 50000 以下になった場合、再度 ATP Positive Control を実施してください。 

 それでも改善しない場合には、以下のことを確認してください。 

① ATP Positive Control 溶液のアプライ 

ATP Positive Control 溶液がキュベットの底部に確実にアプライされているか確認してください。キュベットの内壁に付

いていると、AMPiScreen と反応しない場合があります。 

② 各インジェクターからの試薬注入 

キュベットに注入された試薬溶液を確認し、溶液がキュベットの内壁あるいは外壁に付いていないか確認してください。 

③ 試薬溶液の温度 

ATP Positive Control 溶液や AMPiScreen が常温に戻っているか確認してください。 

④ 試薬の有効期限の確認 

ATP Positive Control 溶液が有効期限内であることを確認して下さい。溶解・分注後に冷凍保存した ATP Positive Control 

溶液の使用期限は 4 週間、冷蔵保存の場合は 4 日間です。また、キットに記載されている使用期限も確認して下さい。 

 

上記の操作をおこなっても ATP Positive Control の値が高い場合には、試薬溶液をすべて新しいものに交換し、再度

Startup と Daily Control をおこなってください 

 

以上の操作をおこなっても改善しない場合には、弊社までお問い合わせください。 
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